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研究ノート　張愛玲余聞

齋　藤　匡　史

7勧（Zα8傭8A17りσ

「SHANGHAI」

　都市は「歴史の沈殿物」であり，「歴史博物館」

であると米人建築家一Co㎞Roweが述べているよ

うに，数千年の文明史を持つ中国において，僅か

160年の短い歴史しかない上海の街にも激動の近

代史の痕跡がそこかしこに横たわっている。正確

に言えば1845年の英国租界（Setdement）が設置

され，この租界こそが今日われわれが「上海」と

呼ぶこの街の発端である。

　開港後，仮のイギリス領事館が城内に設置され

たが，通商に必要な倉庫やオフィスを建設する場

所，通商に携わる商人とその家族の居留地の確保

については，国家間の条約には取り決めがなかっ

た。そのためイギリス領事は上海の地方行政官で

ある「上海道台」との協議を経て，1845年に居留

地の租借に合意した。これが「租界」の始まりで

ある。道台は租借地の面積をなるべく小さくする

ことのみに留意し，この居留地に永久租借権，領

事裁判権などを与えてしまい，国の中に清朝の主

権が及ばぬ「国」を認めてしまったのである。

　最初の租界は確かに小さく，北は現在の北京

東路，南は延安東路，西は河南中路，東は黄浦

江外灘までであった。当初，租界は外国人居留

地であり，中国人の居住は認められなかった。

黄浦江に望むバンド（外灘）には，波止場や商

社，銀行，船会社などの西洋建築が建設され，

租界都市一上海の顔が形作られていったのであ

る。さらにイギリス人達は，馬車や馬を利用す

るため，江南の物流の動脈であった水路が埋め

立てられ道路が建設された。こうして上海県城

の北側に新しく造営された街は当時「北市

（North　city）」とよばれるようになったが，後に

県城をはるかに凌ぐ街の繁栄と租界の拡大によ

り，いつしか県城の方が「南市」と称されるよ

うになり，この国際都市「Shanghai」が上海県

城を呑み込んでしまったのである。

　租界は当初，外国人だけが居住していたが，戦

乱から逃れてきた中国人が租界内や租界周辺に流

入し，居住するようになった。これに目をつけた

西洋人は住宅を建設し，中国人富裕・中産層など

に分譲したり，賃貸にしたりした。これが「里弄

住宅」と呼ばれた中国人用の文化住宅である。さ

らに租界では中国人商人が商業活動を始め，都市

生活に必要なさまざまな職種も生まれ，多くの従

業員階層が誕生した。また波止場の荷役労働者，

水夫は中国人が従事した。

　20世紀に入ると，海外貿易が飛躍的に増大し，

金融業が発展した。1911年の辛亥革命により中華

民国が成立し，翌年に城壁が撤去され，1914年に

は外濠も埋め立てられ，租界との隔たりがなくな

った。このころ上海は約130万人を有する大都市

となっていた。1914年の第一次世界大戦を期に上

海は，紡績，製粉，煙草，造船業や軽工業が発展

し，鉄道，電車，電灯，電報電話，水道，電気の

文明の利器を備えた近代都市へと生まれ変わって

いく。こうした経済発展により近代資本家階層と

産業労働者階層が，これまでの富裕層，中間層，

貧困層に加わった。

　1920～30年代にかけては，外灘に上海の顔とし
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て現在も残る重厚なビル建築が誕生している。

　また南京路はデパートの開業などでますます

繁栄し，舶来品やさまざまな商品がウインドウ

を飾った。当時のモダンな服飾もここから流行

した。1920年代，租界居住の外国人人口の約4

割を日本人が占めるようになり，虹口地区，四

川北路一帯には，日本人が多く暮らし，最盛期

には約10万人になったと言われる。軍国主義の

日本から脱出したミュージシャン，作家・文化

人らも，自由の天地，欧米文化の香り漂う上海

に移り住んだ。

上海の都市景観

　外灘に「サッスーンハウス（現一和平飯店北楼）」，

中国銀行，上海税関，「香港上海銀行（現上海浦

東発展銀行）」などオールド上海の顔として現在

も残る重厚なビル建築群が誕生したのは，1920～

30年代にかけてのことである。これに対し租界の

街を形作っていった住宅は，『上海弄堂』（「弄堂

沿革」羅小未ほか編　上海人民美術出版社1997年）

によれば，木造簡易集合住宅が19世紀中葉に賃貸

住宅として出現したが，のち火災予防の見地から

租界当局によって禁止される。その後木材の梁や

柱に煉瓦を積んだ江南地方の伝統的な住宅一いわ

ゆる「老式石庫門里弄住宅」がこれに取って代わ

った。20世紀に入り，人口の爆発的増加，都市の

拡大により不動産業が繁栄した。しかし集合住宅

の一棟あたりの面積は狭くなり，価格，家賃も高

騰した。また西洋建築の影響をうけた外観が流行

するようになり，いわゆる「新式石庫門里弄住宅」

が出現する。さらに1920年代は，人口増による地

価の高騰で3階建ての石庫門が出現すると同時に

西洋のアパート建築の様式を取り入れ，玄関前に

庭の付いた「新式里弄」と集合住宅ながら一戸建て

風の洋館里弄と「公寓」（マンション）が出現した

と言う。外灘の西洋建築群が正面の顔とすれば，

石庫門里弄住宅や洋館は，フランス梧桐樹の並木

道とともに上海の街の原風景を形作ったのである。

　上述のように「Shanghai一上海」は，西洋文明

の上に成り立った都市であり，中華文明の代表と

も言うべき北京，西安はもとより，江南地方の小

邑ともまったく異なる「中華文明の伝統を受け継

がない街」と言ってよい。古い伝統，価値観が否

定され，文明と文明が衝突，融合して独自の文化

を作り上げ，近代都市文明と同質のものが形成さ

れていった。

　上海は国際都市化する中で単に貿易，金融の中

心都市となっただけではなく，芸術，文化の面で

も他の中国の都市にぬきんでていた。それは人，

モノ，情報の自由な移動，市場経済化された自由

競争社会，商品化された娯楽文化，思想，言論の

一定の自由がそこにあり，租界で暮らす中国人

（移住者）は，身分にとらわれず，自らの才覚と

努力で地位を勝ち得ることができたからである。

租界居住者は「植民地の奴隷」ではなく，「自由

都市一租界」の「市民」であった。

　1940年代，この街に彗星のごとく現れ，この街

の文化・文明を滋養として育った流行作家一張愛

玲は，モダニズムと懐古趣味，万古から変わるこ

との無い人間個人の葛藤を文学として紡いだ作家

である。1950年代初，愛して止まぬ物が次々と消

失し，過去が否定される中，彼女はもうここに留

まる理由が見つからなくなったからか，香港を経

て，ニューヨークに移った。なぜニューヨークを

居住地に選んだのかという質問に，張愛玲は「上

海に似ているから」とだけ答えている（出所は失

念した。ただし1973から逝去まではロサンゼルス

に居住）。

　1995年9月8日に逝去，9月30日の誕生日に遺



研究ノート：張愛玲余聞 （153）　　－55一

骨は太平洋から上海に向けて撒かれた。

静安寺・愛丁頓公寓

　作家一張愛玲は　（1920．930－19959．8　　75歳

没），現在の康定東路87弄（当時，麦根路）の重

厚な造りの洋館で生まれた。周知のことだが，祖

父は清朝大臣一張偲論，祖母は李鴻章の娘一李

菊網，母は南京長江水師提督黄軍門，黄宗炎の

娘である。

　22歳の年（1942年），日本軍の香港占領により，

張愛玲は香港での勉学を切り上げ，上海に戻り，

叔母とともに赫徳路（現，常徳路）192号の「愛

丁頓公寓」に暮らす。愛丁頓公寓は張愛玲が作家

として名声を得た『傾城之恋』，『沈香屑』，『金鎖

記』など多くの作品を生んだ場であり，胡蘭成と

密かに結婚したところでもある。この公寓のすぐ

北側の愚園路を西少し行けば，すぐに静安寺の

「百楽門舞庁（パラマウント・ダンスホール）」が

見える。夜ともなれば，このダンスホールからの

騒々しい音楽が，居室まで聞こえてきたと張愛玲

は書いている。いま「愛丁頓公寓」は「常徳公寓」

と名を変えたが，上海市の重要保存建築物として

アールデコ建築の姿を残している。

　『静安寺の銃声』（『上海的最後旧夢』樹棄著

上海古籍出版社1999年）は，この場で起きた銃撃

戦の状況を著者の幼い記憶をもとに綴っている。

それは1941年の太平洋戦争勃発前まで，静安寺は

「公共租界」と「越界築路区（租界当局が軍用道

路敷設を名目に敷設した道路とその周辺を施政下

に置き，実際上租界を拡張した地区）」が交差し

ており，このとき越界築路外はすでに日本軍の手

に落ちていて，江兆銘政権の施政権下にあった。

注兆銘政権の「特工部（中国国民党中央執行委員

会政治委員会特務委員会特工総部）」が1939年初

から1943年初にかけて，静安寺北西の極司非而路

（現一万航渡路）76号にあり，テロ，暗殺，誘拐，

暴行など，偲儲政権の維持のため，敵や反対派を

抑える活動を行い，「殺人の巣窟」として市民か

ら恐れられる存在であったと言われる。元重慶政

府軍統局第三処長の丁黙邨と暗黒街と関係の深い

李士群が特務工作員300余人を集め，対重慶政府

テロに暗躍，この実働部隊の頭目が「青甜」の呉

四寳（呉世寳とも，四と世は上海語で譜音）で，

もと日本陸軍特務機関「梅機関」（影佐禎昭大佐

が対江兆銘工作にあたった。「梅花堂」とも呼ば

れ，虹口北四川路永楽坊にあった）に所属してい

た。「青甜」で名の知れた季雲卿の義理の娘余愛

珍を夫人に迎えていた。

　事件の日（同著者は1940年のある月の日曜日の

午後としか記憶していない），余愛珍は予約して

あった「百楽理髪庁」に運転手，護衛1名ととも

に車で向かった。極司非而路を南下，愛文義路

（北京西路）交差点から先は，共同租界となる。

普段なら警備に当る巡捕（警官）は，76号特工部

の「呉四寳夫人」の車を答めることは無いのだが，

この時ばかりは，職務に忠実な英国人警官が規則

に従い，運転手と護衛に武器を差し出すよう求め

た。双方確執の中，印度人巡捕が緊張のあまり引

き金を引き，運転手を射殺。護衛はすぐに反撃し

巡捕を射殺する。応援に駆けつけた巡捕隊との銃

撃戦となったが，ほどなく制圧され，護衛は死亡。

車中から奇跡的に無傷の余愛珍の身柄を拘束し，

静安寺巡捕房（警察署）に引き上げた。一方で巡

捕房は特工部の報復を警戒し，防御線を築こうと

した矢先，重機関銃で武装した特工部の数10名が

2台のトラックに乗り，共同租界に入り，巡捕房

に照準を定め，余愛珍の引渡しを要求した。

　知らせを聞いた，呉四實は現場に駆けつけ，部

下たちを共同租界外の愛文義路交差点まで撤退さ
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せ，妻の身柄の確保を日本軍憲兵隊に任せた。事

件はこの後，和解で幕切れとなるが，静安寺巡捕

房への報復は続いたという。

　ここで注目すべきは，余愛珍である。余は

1942年呉四實の死亡後（内紛で李士群によって毒

殺された），当時，注兆銘政権の「中央宣伝部常

務次長」であった胡蘭成と同棲し，抗日戦終結後，

二人で漸江省天台の寒村に潜伏。結局逮捕さ

れ，余は7年（『漢好裁判史』益井康一みすず

書房1977では，1946年6月上海高等法院で15年の

刑となる），胡は10年の刑で提藍橋監獄に収監さ

れるも，1949年，解放軍が上海に迫る中，国民党

当局によって釈放され，二人は香港に逃げた，と

著者の樹菓は書いている。

　張愛玲が胡蘭成の訪問を受けたのは，1944年2

月で，夏には結婚の誓約にサインしている。もっ

とも胡蘭成は，その12月に，武漢で看護士の小周

と懇ろな仲になっているのである。前述のように，

1945年日本の降伏により，「漢好」罪を恐れ，胡

は漸江省温州へ逃亡する。翌46年2月，張愛玲は

胡を温州に訪ね，小周との訣別を迫るが，胡の態

度が煮え切らず，上海に戻っている（この時張愛

玲は偶然，公園で「範秀美」という女性と胡が親

しげな様子も目撃する）。胡蘭成の女性遍歴を傍

証する意図は無いが，この通説と樹薬の記述内

容が食い違うのには判然としないものがある。

　銃撃戦事件が起きた1940年，張愛玲は香港大学

で勉学中であり，事件とはなんら関係はない。だ

が樹薬の記憶と記述が正しいとすれば，事件が

起きた場所から，400mほどしか離れていない赫

徳路の「愛丁頓公寓」に1942年11月頃から叔母と

ともに暮らし始め，ここで余愛珍を愛人とした

（？）胡蘭成の訪問を受けた訳である。また胡蘭

成の自宅（美麗園）もここから1km以内にあっ

た。歴史の偶然がそう広くない場で発生している

のである。

　このマンション生活の有様は，『公寓生活記趣』

（1943．12）に綴られており，8年半に渡る生活か

ら，張愛玲文学の中心的な作品を多く生み出して

いる。張愛玲が暮らした時代の静安寺は，濾西の

屋敷街，住宅街でそう繁華な地区ではなかった。

　1990年代中頃まで，静安寺は単なるトロリーバ

スの終点車庫で，濾西の古刹として名高かった寺

院は住宅や工場の建築物に飲み込まれて荒れ放

題，わずかにレンガ造りの小さな山門を確認する

のみ。商店も極めて少なく，パラマウントビルの

電飾も無かった。もっとも張愛玲の時代，現在の

静安公園は墓地であり，薄気味悪いので足早に通

ったと張愛玲は記している。現在の静安寺は，寺

院は立派な伽藍を構え，外資系デパート，シティ

エアターミナル，数々の商店・レストラン，外資

系ホテル，地下鉄駅，高級マンションなどを有し

ながらも落ち着いた雰囲気の繁華街となってい

る。夜ともなればパラマウントビルの派手な電飾

とダンスホールの音楽が往時を偲ばせてくれる

し，墓場だった静安公園，静安寺広場のイルミネ

ー ションも美しい。そして愛丁頓公寓（常徳公寓）

は周囲の変遷を気に止めないかのように老躯を端

正に留めている。

　上海の我が家の隣は戦時，天津から新たに

移転してきた起士林（キースリング）珈瑳館

があって，毎日明け方にパンを焼いており，

嗅覚の警報は呼び起こされ，香ばしい匂いが

空気を突くかのごとくやって来るのであっ

た。

張愛玲《淡吃与画餅充帆》　台北皇冠出版社1988

年2月

「紅学」の傍証のように項末なことかもしれな
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いが（文学研究はどこまでが項末でどこまでが碩

末でないのか判然としないものがある），その誘

りを承知の上，敢えて言えば，「起士林珈瑳館」

の場所を誤認させる記述の存在を指摘しておかね

ばならない。その文章では南京西路1528号のカフ

ェ「奥維斯（オールウェイズ）」が「起士林珈瑳

館」とされており，それが新聞雑誌に掲載され，

その記事を持った張愛玲ファンが訪れているとい

うが，「上海の我が家の隣（原文一「隔壁」）は戦

時，天津から新たに移転してきた起士林（キース

リング）珈瑳館で」との叙述があり，パンの香ば

しい匂いが毎日「南京西路1528号（現一常徳路と

南京西路の交差点より東寄り，直線距離約100m）」

から公寓の5階（1942年から6階）届いたという

ことになるし，「我が家の隣（原文一「隔壁」）」で

はなく「斜向かい」例えば中国語の「斜対面」，

「対面」や「附近」と表現されていないことから

もこの説は説得力に欠ける。

　『張愛玲地図』（淳子著，2003年9月，漢語第

詞典出版社）では，七爾登公寓（長江公寓，入

居は1950年以降で，1952年ここから出国）居住時

に近くにあった「起士林珈瑳館」を回想しての記

述とする。これは南京西路72号，金門飯店の東側

にあった「起士林食品店」（ドイツ菓子，パンの

製造販売。解放後，喜来臨食品廠と改名。『上海

文化源流辞典』1992年上海社会科学院版）を指す

と思われるが，直線距離で約250mとマンション

との距離はさらに遠い。だが『張愛玲地図』では

っきりと南京西路72号の「起士林」と断定してい

る。「起士林食品店」は1938年創業で，「戦時，天

津から新たに移転してきた」（戦時一1937年7月か

ら1945年7月）ことを手元の文献では確認できな

いが，時間的には符合している。しかしこの説も

距離的な問題と「我が家の隣（原文一「隔壁」）」

という表現をどう読むかという問題が残る。

在20世多己30年代“凱司令”西餐棺是升在

赫徳路（今常徳路）女作家張受玲住的公寓楼

底屠，井在静安寺路静安別駆奈面升有分店，

経菅徳国菜和蛋樵。（略　）　之后“凱司

令”西餐嬉几鐙搬迂至現在的南京西路。

《在“凱司令”喝下午茶》作者mif、携程旅行國游

氾2005年5月

　（訳一20世紀30年代「凱司令」洋食店は赫

徳路く今の常徳路〉の女流作家張愛玲が住ん

でいたマンションの1階で営業しており，さ

らに静安寺路の静安別荘の東に支店があり，

ドイッ料理とケーキを扱っていた。〈略〉そ

の後「凱司令」洋食店は何度かの移転を経て

現在の南京西路に移った）

　上記文章はドイッ菓子店の「凱司令」本店が

「愛丁頓公寓」にあったとするものだが，創業は

1928年と文献にあり，「戦時，天津から新たに移

転してきた」という記述には合わない。しかし

「我が家の隣」とパンを製造する匂いからすれば

現実味を帯びてくる。この場合『談喫與画餅充餓』

が1988年の作で，半世紀前の記憶を張愛玲が混同

したとの推測が成り立つことが前提で，この説は

さらに想像し難い大きな矛盾を持つことになる。

ここでは碩末な事柄にもこのような疑問が残ると

いうことを記しておくに留める。

上海から香港へ

　人民解放軍100万の将兵は1949年4月21日に長

江を渡河し，23日に南京を解放，5月3日に杭州

を解放し，ここに上海解放に向けた完全包囲網が

組まれる。国民党京濾杭警備司令一湯恩伯は蒋介
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石の厳命を受け，20万の部隊で上海を死守しよう

としたが，浦東，浦西の両面から迫る解放軍第三

野戦軍に押され敗退，残存部隊5万は浦東から船

で敗走し，5月27日，解放軍はついに上海に入城

した。この時，張愛玲は叔母と，南京西路を行進

する解放軍を「重華公寓」（現在の新鎮江飯店の

場所）の2階の部屋から眺めている。

　出身家庭，胡蘭成との関係，李香蘭との雑誌で

の対談（1945年7月21日『新中国文化』納涼会）

だけをとっても，革命政権下での政治的な生存は

危ういし，ましてやこれまでの文学スタンスを保

ったまま作家として生きてゆくのは難しいことは

十分承知していたはずである。これについては

『「伝奇」増訂本「序言」』（1946年）に張愛玲の心

情が書き綴られていると『沈香屑里的旧事一張愛

玲伝』（任茄文，王艶著　団結出版社　2001年1

月，p224）では，「序言」の記述を指摘しており，

以下その大意を引用する。

　私はこれまで自己弁護が必要だとは思ってい

なかったが，この一年来しばしばそのことが論

議され，まるで文化界の裏切者（原文一文化漢

好）の一人に並べられているようだ。まったく

おかしなことだと思う。これまで政治に係わる

文章を書いたこともないし，いかなる役職就任

の依頼を受けたことも無い。唯一の嫌疑といえ

ば所謂「大東亜文学家第3回大会」の出席依頼

を受け，新聞紙上にそのリストが掲載され，自

分の名がそこにあったことによるものかとも思

うが，しかし文書で出席を断っている。私生活

上のことでもあれこれと誘りがあるが，それに

対し反駁できる点は多い。もしそのような批判

が事実であったとしても，裏切者か否かの嫌疑

の問題には係らないし，私人の事柄を皆に説明

する必要も無い。…だから黙っている。同時に

そのような批判文の是非を問う裁判を起こす時

間的，精神的余裕はない。…しかしながらずっ

と黙っていて，自分の立場について明らかにし

ないと，社会に誤った印象を与え続け，私の行

く先を心配してくださる人々には申し訳なく思

う。

　彼女自身は胡蘭成がたとえ裏切者であったと

しても，自分はその問題とはなんら関係なく，

それは男女関係というプライバシーの問題であ

るとの立場をとったのであろう　（この「文化漢

亥刊問題は今日においてもなお存在し，「張愛玲

熱」に冷や水をかけるかのように批判論文が見

られる）。

　1950年7月24日一29日，上海市文藝工作者代表

大会が開催され，500人余りがこれに出席，張愛

玲は左翼文学界の大立者一夏術（劇作家，左聯活

動家，中共党員）を通じて招待を受けたが，会場

の最後列に座り，この時，彼女はチャイナドレス

に白いレースのカーディガンという服装であった

という。張愛玲が『太太萬歳』，『不了情』などの

映画脚本を手がけていたためであろう，夏術は上

海電影劇本創作所での仕事を斡旋したが，張愛玲

は断った。前出の『張愛玲伝』は，張愛玲の創作

所入りに反対する者があったという。さらに文華

電影公司の襲之方，桑弧が張愛玲と面談した際，

上海に留まるよう伝えたが，張愛玲は返事をしな

かった。そのため夏術達はこの才能ある作家を上

海に留め置こうと映画制作者の桑弧との結婚を画

策したが，何度も断られ，ゴシップ紙の伝えると

ころとなったという。

　ここで恐らくはもはや上海に留まってはいられ

ないと張愛玲に考えさせたであろう母校聖マリア

女学校の改革について記しておく。

　1952年7月6日『申報』は，中西女子中学と聖
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マリア女子中学が合併し「上海市第三女子中学」

が成立したことを伝えた。解放後も宗教科目を続

け，学生が社会活動に参加することを禁じ，人民

政府の法令に対抗する態度を取った教会系の学校

もあった。記事では「帝国主義文化侵略の影響を

一掃し，人民教育事業を立派に行い，多くの祖国

建設の優秀な人材を育成するため，市教育局は中

西女子中学と聖マリア女子中学を接収し，両校を

合併させて上海市第三女子中学とすることを決定

した」というもので，「この両校は帝国主義者が

中国人民に対し，文化侵略を行う道具であり，中

国の青少年の思想に害毒を与える大本営である」，

また両校は「民族意識を消滅させ，祖国を忘れさ

せ，祖国を裏切る敵の回し者を大量に作り出した」

と断罪した。張愛玲が薫陶を受けた学校がかくの

ごとく処断され，卒業生までもが帝国主義の「走

狗」とされたのである。

　7月18日，台風が漸江近海に近づき，24時間後，

台風が上海付近に来るとの発表があった。マスコ

ミはプチブル思想との闘争キャンペーンを張っ

た。

　7月21日，上海市第三女子中学の卒業生は，政

府の就業計画に従うことが義務付けられ，職業選

択ができなくなった。

　7月23日20時，台風…警報は解除されたが，思想

改造の「嵐」はますます強く吹き荒れた。

　7月31日，『申報』に第三女子中学教師の寄稿，

「ブルジョア階級の堕落した生活が，私を是非の

わからぬ，敵味方のわらぬ人間にした」を掲載し

た。

　1952年7月，張愛玲は，生まれ故郷，作家とし

て名声を得た上海の街を離れた。解放から3年の

時が経っていたが，1939年から3年間の香港大学

での学業が日本軍の香港占領で志半ばのままだっ

たため，それを補うためという名目で出国が許さ

れたのである。

　『同学少年都不賎』は張愛玲没後（1996．12），

2004年2月，台湾の皇冠出版社が他の遺稿4作品

と共に同タイトルで出版し，同時に天津人民出版

社が簡体字版を出したものである。この本の付録

に8枚の写真がある。興味深いのは1952年上海で

撮った顔写真と並ぶ1954年香港で撮った半身の写

真の表情である。顔写真の方は恐らく当時の「工

作証」か旅券用であろう多断髪にパーマをかけ，

深い憂いを感じさせる。これに対し香港の写真は

派手な椴子の伝統的な上着をまとい，顎をやや上

にあげ得意満面の様子で，微笑みを浮かべており，

我々の知る張愛玲本来のポーズである。無論，写

真は編集者が収録したもので張愛玲自身が意図し

たものではないし，スナップ写真と証明書用写真

（？）の違いもあるが，この頃の彼女の精神状態

を如実に表すものと取れなくも無い。

「張愛玲熱（ブーム）」・『張愛玲地図』

　大陸での張愛玲受容の過程は，温儒敏『「張愛

玲熱」的興発與変導』（北京大学教授，原載『中

華読書報』2㎜．1227）に詳しい。これは2㎜年10

月に開催された，「張愛玲與現代中文文学」国際

研究討論会での筆者の報告である。温儒敏によれ

ば，発端は70年代後半，大陸の現代文学評価とま

ったく異なる夏志清著『中国現代小説史』（英文

版）が研究者の問で話題になり，その中で張愛玲，

銭鐘書，沈従文に高い評価が与えられており，多

くの若手研究者はここで30年近く忘れ去られてい

た女流作家を知ることになった。

　当時文学界は文革で否定された作品，作家の再

評価の真最中で，張愛玲についてはそれ以上何も

出てこなかったという。階級闘争史的文学観，社

会主義リアリズム，毛沢東の文藝観（魯迅絶対の
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文学観）が唯一の大陸において，魯迅評価の低い

論者の評論など話題にできるはずが無く，無理か

らぬところである。80年代中期，何霊『遥寄張愛

玲』の評論と同時に当時影響のあった文学誌『収

穫』に張愛玲の小説『傾城之恋』が再収録された。

しかし1950年代の『赤地之恋』，『秩歌』等の「反

共小説」，「政治的“身分”の複雑さ」（温儒敏の

言，“身分”は「漢好」の嫌凝）の問題から，張

愛玲作品への積極的な議論や評価には慎重で，一

部の評論のみで紹介が行われたに過ぎなかったと

言う。その後，「創作手法」の議論が論壇で賑や

かになった時，張愛玲の手法の独特さ，情調，シ

ンボリズム，心理描写などが注目され，芸術的技

巧の論証の角度から作品が取り上げられるととも

に，その社会性つまり租界社会の陰暗面の明示，

反封建的価値，都市文学としての風格を積極的に

肯定し，作品の深い人間性の内包がモダニズムの

特徴を持つものとして取り上げられたという。こ

うした学術界の動向を睨みながら出版社は，人民

文学出版社の張愛玲小説集『伝奇』（1986）の公

刊を契機に，流行しそうな恋愛物の作品を次々と

世に送った。

　1993年から1995年にかけては，大学院生の論文

の格好のテーマとして取り上げられ，作品構造分

析，心理描写，文化類型，女性等の観点から論じ

られた。他方，出版では「伝記」，「伝奇」をキー

ワードに張愛玲作品や作家の生涯を紹介した書籍

が大量に出回ったという。また「純文学の基準」

から張愛玲が見直されて，1995年9月の逝去を境

に更なる「張愛玲熱」が巻き起こる。

　このころから市場経済化の進展と共に価値観の

多様化，都市新市民階層の形成が進み，個々人の

生活の喜怒哀楽，人生の情欲，男女の離合悲哀，

情感，繊細な感受性等を綴る張愛玲作品が多くの

読者を獲得することになる。出版界は懐旧ブーム

に張愛玲を乗せて，往時の上海や張愛玲の写真を

ふんだんに使った書籍，恋愛論や人生訓に仕立て

た書，懐旧趣味の散文集など大量の張愛玲「製品」

を世に送った。これらを「張愛玲文学を切り売り

したもの」として温儒敏は断じているが，読者は

文学的価値を論じるためだけに作品を読むのでは

なく，個々人の嗜好や趣味，疑似体験の場また心

の安逸を求めて作品に接するという文学本来の役

どころを張愛玲文学が伝えてくれたと見ることは

できないか。

　『張愛玲地図』は張愛玲文学入門書としてまた

それ自身文学作品として秀でている。この書を著

した意図を著者は次のように述べている。

　一人の女性，一人の作家，一区切りの歳月，

ひとつの都会，この四者の間に纏わり，孕む

関係を解析し，張愛玲の生きた時代，作品か

ら伝わる生きることの悲哀，愛の困難さとい

う生命の本来の姿を身を以って感じ取りたか

ったからである。

（同書「序」より）

　上海に生まれ上海を離れるまで，作家が暮らし

たゆかりの地を巡りながら，決して安易な探訪記

でもない，検証のための記録でもない作家の生き

た時代，空間を著者の思いを散りばめながら綴っ

た「文学」である。ほとんど同時期に出版された

『尋訪魯迅在上海的足跡』（20037）は，革命者一

魯迅の足跡を実証し，顕彰するためのものであり，

好対照を成す。

　大陸における張愛玲ブームは張愛玲文学の再評

価に留まらず，「倫陥区（敵占領地区）」作家の問題，

「反共小説」の問題について新たな視点から論じ

る研究論文も発表されているが，これについては

稿を改めて述べたい。
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『張愛玲研究論文目録』について

　『張愛玲研究論文目録』（『東亜経済研究』第64

巻第1号，2005年7月に掲載）は，『復印報刊資

料一中国現代、当代文学研究』（中国人民大学書報

資料中心），1996年第1期から2005年第4期まで

に掲載された論文と論文索引、および『中国現代

文学研究叢刊』（作家出版社）の「研究論文索引」

が掲載され始めた1993年1期から2005年2期まで

に紹介された論文、批評等を収録したものである。

先行の文献目録には，『張愛玲関係文献目録』梁

有紀（『未名』中文研究会1996年3月）に「大陸

篇」として1943年5月から1996年4月までの100

項目が，また『海上花開又花落一解読張愛玲』万

燕（1996年8月、百花洲出版社）の「国内外張愛

玲研究資料索引総編」に香港、台湾を中心に，

1944年から1996年1月までの関連論文を収めてい

る。さらに『伝奇文学と流言人生一1940年代上

海・張愛玲の文学』郡迎建（お茶の水書房　2002

年10月）「参考文献」中に，「綜合資料」，「日本語

文献」，「日本語訳書」，「台湾・香港における張愛

玲関係資料」と「大陸における張愛玲関係資料」

（1982年ll月～1996年，40項目），「日本における

張愛玲関係の文献目録」が附されている。本目録

はこれら先行の業績を補遺する意味から作成し

た。

　その後『復印報刊資料一中国現代、当代文学研

究』2∞5年第5期から2006年第3期（2005年度分）

までに掲載された論文と論文索引、および『中国

現代文学研究叢刊』の「研究論文索引」（収録論

文数は極めて少ない）2005年3期から6期（2004

年度分）までに紹介された論文、批評等の数も加

えた（補遺分については本稿末尾に付した）。

年次 論文数 年次 論文数

1993 1 2000 57

1994 4 2001 47

1995 17 2002 47

1996 10 2003 48

1997 13 2004 138

1998 46 2005 103

1999 32

※2005年度分に『中国現代文学研究叢刊』2005年度収録論文は含まれない。

【研究論文目録補遺】　　（2006年11月現在）

2004年　（補）

冷言冷箸，冷嘲冷楓：槍張愛玲小悦的楓刺芝木　1ヨ秀平

　姓利油田師萢寺科学校学振（奈菅）2004415－17

槍張受玲小悦的召喚性：奈鉦黎明取」k大学学扱（泉州）

　2004．416－19

走下神転的母来：槍服受玲対佑銃母妾形象的顛覆　曽瑛

　江西師苑大学学扱哲科版2004．658－61

与迅雨対活：張受玲的女性修辞：銚ヨ代攻新文学史料

　2004，3

城市里的民向世界：《傾城之恋》隊思和杭州師萢学院学

　非艮　2004．4

青春的張愛玲：由胡豊成的《坪張受玲》淡起之一刻鋒茶
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　　海南師萢学院学扱2004．4
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慨帳旧炊如埜：浅析張愛玲小悦的悲刷意枳和特色　温蕾
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槍張愛玲小悦中的蒼掠意沢：趨暁変［，潭暁云云南財貿学

　　院学扱社科版2005．2146－147

日常凡俗生活的建杓与解杓：恰張愛玲早期的散文創作

　　傅湘莉上焼師苑学院学扱社科版2005．277－80

槍張愛玲小悦叙事視角的陪生化：王玉英社科瓠横（差州）
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斎鉦振愛玲力人与力文的比較研究：姜雨螂，隊新佳木斯

　　大学社会科学学扱2005．356－57
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　　刻軍佳木斯大学社会科学学扱2005．353－55

張愛玲与王安区上海小悦中的女性意沢：邪寒梅湘南学院

　　学根（材区州）2005329－32

佑統与現代的結合：杁叙事角度看《傾城之恋》　栃国夙招

　　巣文理学院学扱2005．358－60

叙述者的身紛和位置的轄変：浅析張愛玲小悦的叙述学特

　　征周宏，券淑英

石家庄取並技ボ学院学扱2005．356－58

上海文化与張愛玲：王巧夙太原師萢学院学扱社科版
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愴張愛玲小悦意象菅造：王林文太原師萢学院学扱社科版
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走下神転的女性自我世界：槍張愛玲小悦中的女性形象弁

　　携携西安屯子科技大学学扱2005．3115－ll9

丙秤枷鎖下的悲刷：槍《十八春》的思想意又　王凌農潅
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“ i張受玲佳う己”不同文本之比較：兼槍現代佳氾的叙事特征
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焦慮的叙述：浅析張愛玲及其作品中的焦慮因素　鴻昊社
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振愛玲ヌ寸普通人的杁同：雷素娼安庚師苑学院学扱社科版
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　　2005．446－47

杁同主題的星現与退隠：張愛玲小悦創作輝煙期的杁同分

　　析　梁彬沈阻師萢大学学扱社科版2005463－65
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　　不賎》的生命体験胡言会

漕陵師萢学院学扱2005．433－36

槍張愛玲“母愛峡失心理”在小悦文本中的反映：李迫莞

　　湖師寺学扱2005．427－28
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張受玲小悦中的叛父、宙父意枳：郡而坤察化学院学扱

　　2005．446－48

槍張受玲的女性意枳及其女性創作主題：丁瑛海南師萢学

　　院学扱社科版2005．453－56

拭沿“阻台”与張愛玲創作的美系；張岩縮海南師萢学院学

　　扱社科版2005．457－60

拭槍張愛玲小悦世界中的生存理念：張文京，王奈長春師
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香港・女性・佳奇：《傾城之恋》、《香港的情与受》、《慷緬怨》

　　比較　黄静隼文文学（汕来）2005．430－35

謀生与謀受，魔界与神界：強愛玲王安恒小悦比較　昊芸茜

　　隼文文学（汕柴）2005．464－70

拭解《心鑑》中的恋父階結：麸学峰　河西学院学扱（張抜）
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独自把玩的人性世界：張愛玲作品研究之一　江岩南京理

　　工大学学振社科版2005．429－32

張愛玲小悦中的女性昇化現象：黄薇河池学院学振哲社版

　　（宜州）2005．455－58
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　　隼明西南民族大学学扱20055234－235

試槍張愛玲小悦的文学史倹値：温静，声苓霞学木交流（恰

　　ホ孚冥）2005．5165－169

流沿与反叛：恰張愛玲小悦対女性艮魂的重新申視与女性

　　命這的深入探尋徐日君理恰界（沈阻）20055194－195

振愛玲的人生双与創作双探微：隊紅玲悟言学刊高教版

　　2005。530－33

咀囎悲涼：張愛玲作品聲言芝ボ解旗：王玉梅浩吉学刊高

　　教版2005．534－37

斎鉦与張愛玲的女性意沢比較：段金花奈岳槍基（済南）

　　20055121－123

浮世的悲哀：張愛玲的日常生活哲学王宏圏夏旦学振社

　　科版2005．5188－194

ム毛娚、f夫f到振受玲：張受玲的現代性之友生　刻鋒恋

　　佛山科学技未学院学扱社科版200551－7

杁日常生活叙事看張愛玲小悦的現代意又：董文桃云南社

　　会科学20055112－116

失衡的人性：槍張愛玲小悦中的男性形象；播隼湛江師萢

　　学院学扱2005．546－48

槍魯迅和張愛玲的主題悲刷意枳：張琴夙沈剛巾萢大学学

　　扱社科版2005．697－100

張愛玲給吉田羊子的信：張欣中国現代文学研究払刊

　　2005．6231－236

“ 中国”人生中的荒誕意枳：也淡張愛玲小悦的“巷涼”安

　　月輝社会科学槍j云（石家庄）2005．6B　28－30

“ 五”趣：槍厳受玲小悦中的死亡意象：李祥倖学木槍」云

　　（南宇）2005．6140－143

佳播学視野下的‘‘i張受玲熱”：曽瑛奈岳槍払2005．6
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常与非常：張愛玲《佳奇》叙事之結絢模式　張文奈吉林

　　大学社会科学学扱2005．638－44

槍“張受玲現象”的現代文学史意文：宋劃隼浩陵師萢学

　　院学扱2005．66－18

張愛玲小悦対人的命這及人性的探索：李雅姐晋中学院学

　　才艮　2005．643－46

浮隼背后：《佳奇》意象世界里的蒼涼：魏施昭通師萢高

　　等寺科学校学振（云南）2005．626－30

張受玲的残酷之美：止庵博覧群需（京）2005．763－68

重経《佳奇》的鋒典意又：金宏建重床社会科学2005．8
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　　学学振（太原）2005999－101

張受玲小悦中的“残鋏性”：昊彼晧，巽挙善恰ホ演学院学

　　扱　2005．968－70

槍張愛玲的最后遺作：夏志清万象（京）2005．101－5

《描金夙》、“女汲好”及其他：隊子善万象（京）2005．106－13
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